
































(1) H. Gunn，“The Sportsman as an Empire Builder" in H. Gunn and John Ross(eds.)， The Book of the Ked Deer and Empire 
Big Game， 1925， pp. 137-8. 
(2) 例えぽ、 E.P. Thompson，肋igand Hunters: the Origins of the Black Act， 1977， P.B. Mansche， Gentl四 enand Poachers.・the
English G.訓 eLaws， 1671-1831， 1981，H.Hopkins， The Long Affray:the Poaching Wars in Britain， 1760-1914， 1985.など。ま
た、我が国の個別研究としては、川島昭夫「狩猟法と密猟」村岡・鈴木・ )1北編『ジェントノレマンその周辺とイギリス近代』
(ミネノレヴァ書房、 1987年)所収、等。
























































































(1)とれらの地名には現存するものがある。たとえぽ、 Elandsberg(大カモシカ)、 Rhenoster(rhinoceros =サイ)、 似lagga
Fountain (クアッガ=シマウマに似た哨乳動物、現在は絶滅)、 GemsbokLaagte (ゲムズポック)、 Hartbeeskui1 (シカレイ
ヨウ)などである。
(2) MacKenzie，op. cit.， p.87. 
(3) 1770年代にこの地を紡れたスウェーデン人の植物学者C.サンパーグ CarlPeter Thunbergがこれについて記述を残してい
る。 Ibid. ， p.88.参照。
(4) Ibid， p.89 
(5) 絶滅の報告がなされたのは、レイヨウの一種の blaaubok(bluebuck)だとされている。 G.Renshaw，“The Blaauwbok" ， 
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イギリス帝国と環境保護(佐久間)
Jounal of tlJe Society for the PreservatiOJl of tlJe Fauna of tlJe Empire (以後、 JSPFEと略記)，new series， vol. 1 (1921)， 
pp.24-6. 
(6) D. Neumark， Economic Inf1uences on tlJe SoutlJ African Frontier， 1957， pp. 63-4. 
(7) Ibid.， pp. 64-8. 
(8) MacKenzie，op. cit. • p. 91 
(9) A. Steedman， Wanderings and Adventures in the Interior of Southernペfrica，vol. 2， p.298.スティード‘マンは自然誌研究
家として著名で、ケープ植民地内陸部に関するこの探検期も人気を博した。
(10) Roualeyn Gordon Cumming， Five Years of HUl1ter' s Life in tlJe Far Interior of South Africa， 2vols. ，London， 1850. 
(11) リヴィングストンと閉じスコットランド出身であったことが、両者の関係を緊密なものとする一要因であった。 MacKenzie
op. cit.， pp. 97，100とはいえ、リヴィングストンはかれを「狂ったスコットランド人」と呼んでいた。 R. D.オールテイツ
ク小池滋監訳『ロンドンの見世物IU (国書刊行会 1990年)324頁υ





べくもないのだ。 JW.. E. Oswell， William Cotton Oswell， HUl1ter and Explorer， vol. 1，1900， p.83. 
(14) MacKenzie，op. cit.， pp.101-2. 
(15) カミングの著作同様に本国で人気を博し、あらたなハンターを生み出す上で多大な影響力を発揮した著作に以下のものがあ



















































































中でもとりわけ活発な活動を展開したのが「帝国野生動物相保存協会Jthe Society for the Preser 






議長のE. N.パクストン EdwardNorth Buxtonも傑出したハンターで、ヨーロッパはもちろん小
アジアからアフリカまでゲームを求めてハンティングの遠征をおこなった経歴をもっ。 F.セラスは
自宅に動物博物館を開設したのみならず、サウス・ケンジントンの自然誌博物館のコレクションにも























































































































(1) D. Li vingstone， Missi ol1ary Travels iJl South Africa， 1857， p. 562-3. 
(2) Cumming， op.目 cit. ， vol. 2， p.92. 
(3) Baldwin， op. ci t. ， pp. 223，および256.
(4) A.Anderson， Twel1ty-five Years in a Wagol1:Sport e1IJd Travel in South Africa，1887(reprinted，1974)，pp.1-87，MacKenzie， 
op. cit.， pp. 110-1.による。
(5) H. A. Bryden， Gun e1IJd Camera il1 Southerl1 Africa， 1893， p.488. 
(6) H. A. Bryden，“The Extermination of Game in South Africa" ，Fortl1ightly Heview， 62，1894， pp. 538-51. 
(7) たとえば、英領ナターノレ植民地へは、 1890，1891，1906年の三度にわたって、狩猟法が導入されている。ととに、 1891年法は、
アフリカ人の土着の猟法(網や板ぽね、その他の仕掛け畏、あるいはジンを用いるもの)を全て違法としている。 MacKenzie
op. cit.， p.204. 
(8) Ibid.， pp. 209-10. 
(9) F. C. SelousiJ込ら外務省への書簡 (1897年8月15日付)、 lbid.p. 206による。




動物と害獣とを区別することなどである。そして保護区の必要性についても明記されている。以上、 Ibid. ， p.208. 
(12)以上、 Ibid.，pp.211-8.F. C.セラスは、ライオネノレ・ロスチャイルドのハンティングのアドパイザーもっとめていた。ま
た、 H. ジョンストンの著作、 H.Johnston， The fJge1lJda Protectorate， 1902.は、動物学および鳥類学の著作としても有名であ
った。
(13) Ibid.， p.210. 
(14) D. D. Lyell， The HUl1til1g al1d Spoor of Cel1tral Africal1 GaOJe， 1929， pp. 12-17. 
? ????
(15) JSPFE， vol. 12， 1930， p.56. 
(16) MacKenzie，op. ci t.， pp. 10-17 
(17) J. Stevenson-Hamil ton， South African Eden， 1937， pp. Hj-t. しかし、英領では、 トランスヴアーノレを嘱矢とするが、保奇襲区
設営という点ではむしろ独領東アフリカの方が先行していた。
(18) J. Stevenson-Hamil ton， Our SouthペfricanNatiollal Parks， 1940， p.25. 
(19) J. Stevenson-Hamil ton， South African Eden" p. 294，および、 βPFE，vol. 6， 1913， p.12. 
(20) とくに白人定住者の反対が激しかったのはケープ植民地であった。これにういては、 MacKenzie，op.cit.， pp. 231-2. 
(21) Ibid.， p.234. 
(22)ナターノレ州での研究に基づき、 1894年にツェツェとゲームとの関係、を実在したのは、従軍医師のD. ブルース DavidBruce 
である。かれの見解は南アフリカ会社 BSACなどに受け入れられていくことになる。 Ibid.，p. 235 
(23) E. E. Austen，“The Present Posi tion of the Problem of Big Game， Tsetse Flies and Sleeping Sickness" ，JSPFE， vol. 6， 
1913， pp. 76-104.アウスティンは NaturalHistory Museumの館員でその RifleClubの傑出した射手でもあった。
(24) この徹底した「人間の一掃」政策が採られたのはウガンダ保護領であり、 1907年以降、 2万4千名もの人々がヴィクトリア
湖周辺から強制移住させられている。一方、ナタール州および、 BSAC管理下の南ローデシアでは、全く逆のゲーム一掃政策が
採用されている。とくに南ローデシアでは、 1905-8，1910-5年の二度にわたり広範囲で狩猟法が停止された。以上、 MacKenzie，
op. ci t. ， pp. 237-243. 
(25)東アフリカでの保護区の拡大については、 Ibid.，pp. 244-249 















































(1) たとえば、ロンドンでは剥製業が隆盛をきわめ、ことに、 R. ワード RowlandWardの作品が人気を集めた。 MacKenzie，op.
ci t. ， p.91参照。
(2) また二代目当主であったライオネル LionelRothschildは、ハンターとしても有名であった。 Ibid.，pp. 19，30，39. 
(3) これについては、 J.M. MacKenzie， Propaganda and Empire: The Manipulation of British Public Opinion 1880-1960，1984， 
pp. 198-226.に詳しい。
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